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はじめに一
　
キリシタン屋敷の跡地
一
　
山屋敷（キリシタン屋敷）の構造について
一
　
同屋敷に収監されたキリシタン
一
　
キリシタン屋敷の終えんと遺物
一
　
キリシタン屋敷に関する研究小史
―
明治から今日まで
あとがき
はじめに江戸時代は、徳川家康が江戸において幕府を開いた慶長八年（一六〇三）から徳川慶喜が慶応三年（一八六七）大政奉還するまでの約二六〇年
ほどをいう。そして武家政治がおわると、天皇政治がはじまり、大東亜（太平洋）戦争終結をさかいにこんどは民主政治の時代を迎え、いまに至っているが、明治維新からこんにちまで一四〇余年にもなる。
江戸時代にはじまり、明治・大正・昭和・平成といった長い時の経過のなかで、都内の遺蹟や古
こ
址し
（古跡）は、ほとんどあとかたもなく地上か
ら消えてしま 、昔日を彷彿させる一物をとどめていない。いまに残る都内の数すくない史蹟も早晩湮
いん
滅めつ
することであろう。幽居のなかで古人と
ともに生き、語らうには、古書をひもとくのがいちばんである 筆者の雑書のなかには、江戸中期に小石川小
こ
日び
向なた
にあったキリシタン屋敷に関す
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る和書が何冊かあるが、それらを購入したのは、他日この屋敷に監禁された宣教師や信者らについて何かを書く意図があったからであろう。
筆者はこのあいだから、それらの本を拾いよみし、本務の余暇にいろ
いろ関連文献をあつめた結果、駄文ぐらいなら書けそうな気がした。が、新説を打ち立てるまでに至っていない。
＊
一
　
キリシタン屋敷の跡地
キリシタン屋敷の跡地を検証するために茗
みょう
荷が
谷だに
にたびたび出かけたが、
そこに見たものは、若干の石碑と案内板、何本かの大きなケヤキの樹と
静かな住宅地だけであった。むかしキリシタン屋敷の門があったあたりの家（現・小日向一丁目十六番地）の壁面（道路ぞい）に、
「都
と
旧きゅう
跡せき
　　
切支丹屋敷跡」
といった石碑と、もう一つ正方形の小さな石製の碑のようなものがあるだけである。キリシタン屋敷は、いまではすっかり昔のおもかげを失い、遺構の位置をたしかめることすらむずかしくなっている。その屋敷の位置は、昭和
三十年代の町名でいえば、
茗荷谷町七六、八七ないし九三番地
付近であるようだ（ 『文京区志』昭和
31・
3、八二九頁） 。
キリシタン坂の頂上より、小石川台方面を撮ったもの。
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キリシタン坂を昇って右側に折れた所に「都旧跡 切支丹屋敷
跡」の石柱がある。〔筆者撮影〕
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キリシタン屋敷は、幕府の大目付・井上築後守政
まさ
重しげ
（宗門奉行
（
1）
を兼務）の下屋敷であったが、宣教師らを監禁するために約七千七百坪
（
2）
ほどの土
地に、正
しょう
保ほ
三年（一六四六） “囲
かこ
い屋敷
（
3）
” （約六百から八百坪）を造ったのがはじまりであり、寛政四年（一七九二）
（
4）
廃獄になった。
キリシタン屋敷の名称もいろいろあり、古来もっとも広く用いられたのは、
山やま
屋敷………………………「査
さ
祅けん
余よ
録ろく
」 （キリシタン屋敷に勤務していた与力・河原甚五兵衛の日記［一六七二〜一六九一］ ）
切支丹屋敷…………………
  同右。
キリシタンヤシキ 「分間江戸大絵図」明和元年［一六六三］切支丹の牢………… 『江戸雀
すずめ
』延
えん
宝ぽう
五年［一六七七］
キリシタンヤ キ 「江戸大絵図」元禄六年［一六九三］
宝永5年〔1708〕の「江戸案内巡見図鑑」にみられるキリシタ
ン屋敷。〔国立公文書館蔵〕
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切死
ママ
丹籠
ろう
屋や
鋪しき
………………「宝永五年
江戸
案内巡見図鑑」 ［一七〇八］
改あらため
屋敷……………………「新井白石日記」宝
ほうえい
永六年［一七〇九］
キリシタンロウヤシキ……「分間江戸大絵図」享保四年［一七一九］キリシタンロウヤシキ……「寛
かんえん
延江戸絵図」寛延二年［一七四五］
切支丹御用屋敷跡…………「小日向志」文化八年［一八一一］切したん屋敷………… 『万世江戸町鑑
　
上巻』安政四年［一八五七］
吉利支丹やしき… 『通航一覧』 （巻之百八十九）嘉
か
永えい
六年［一八五三］
切支丹やしき……… 『息
そっ
距きょ
編へん
』 （五、六巻、水戸藩が編んだ排
はい
耶や
論集。刊行されなかった）
などである。またキリシタン屋敷研究家にとって欠くことができないのは、同屋敷の形状をしめす絵図である。紙上に現われ、世間に知られたものとしては、つぎのようなものがある。
⑴中山
興こう
「東京小日向切支丹坂の名義」中にみられる絵図。 「第二
図」とあるものが、それである。執筆者である中山興は、天保年間の生まれ。幕府 学問所で学んだ幕臣。維新後、カトリック信徒となり、工部省の電信寮に務めた。築地教会に出入りした。生没年不詳。
………
『東洋学芸雑誌』 （第八三号所収、明治
21・
8）
⑵「切支丹屋敷」 （通航一覧小日向志所載の図を模写したもの） ……………渡辺修二郎著『内政外教衝突史』 （民友社、明治
29・
8）
⑶「江戸 の図」 （通航一覧より模写したもの） …………… 山本秀煌著『江戸切支丹屋敷の史蹟 イデア書院、大正
13・
6）
⑷工藤応之 中山論文に見られるも と同じ図）
『武蔵野』 （第八巻第七号所収、大正
15・
12）
⑸無題であるが、かりに「切支丹山屋敷図」としておく。これは川
村恒喜の『史蹟切支丹屋敷研究』 中で用いられたものと同一である。
………
『東京市史稿
　
市街篇
　
第六』 （東京市役所、昭和
4・
1）
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⑹「切支丹山屋敷図」 （小日向志所載） …………………………………………川村恒
つね
喜き
著『史蹟切支丹屋敷研究』 （郷土研究社、昭和
5・
11）
⑺「中山興作図・切支丹屋敷」…………………
真山青果随筆選集
『切支丹屋敷研究・川柳雑記』 （大日本雄弁会講談社、昭和
27・
12）
⑻「切支丹 屋敷 」 （三井文庫所蔵）
『史学
　
特輯サビエル研究』 （三田史学会、昭和
24・
6）
⑼「三井文庫に残る切支丹 絵図」 （窪田本に用いられている写
真の状態はあまりよくない）
………窪田明治著『切支丹屋敷物語』 （雄山閣出版株式会社、昭和
45・
9）
キリシタン屋敷の図としては、これまで「小日向志」 （廃獄になった寛政四年［一七九二］から三十余年後の著述）所載のものしか知られてい
なかった。が、これらの絵図の中でもまれに見る珍品は、公益財団法人「三井文庫」 （東京都中野区上高田五―一六―一）が所蔵する「切支丹山屋敷図」である。幸い筆者は先ごろこの絵図を実 する機会にめぐまれたので、その印象を語っておこう。図面は「無題」であって、大きな茶封筒のなかに収められている。
この絵図の大きさは、三井文庫前館長・中井信彦（一九一六〜一九九〇、慶大教授）が執筆した「切支丹山屋敷について（口絵解説） 」 （ 『史
学
　
特輯
　
サビエル研究』三田史学会、昭和
24・
6）によると、
縦一八〇センチ
　　　
横一四〇・七センチ
である。料
りょう
紙し
（用紙）は、厚手の鳥
とり
の子
こ
紙（雁
がん
皮ぴ
と楮
こうぞ
をまぜてすいた和紙）
―
縦九一・四センチ、横三五・八センチ
―
のものを八枚貼りつ
いである。保存状態は、けっして悪くはないが、ところどころに虫くいがあり、裏打ち（他の紙を張って補強されている）が施されている。
絵図には彩色が施されているが、すこし色あせてみえる。建物はうす茶色に、山屋敷を取りかこんでいるのは松の木 ある雑木林である。それ
らは緑色に塗ってある。山屋敷ぜんたいは“空
から
堀ぼり
” （水のない堀）がめぐらされているが、敷地の東南の一角に、 “池”または“沼”のようなもの
がみ れる。山屋敷の総面積については何も記されていないが、その周囲は三百三十間というから、約六〇〇から八〇〇坪
（
5）
ほどの広さであったと
考えられてい
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「切支丹山屋敷図」〔三井文庫蔵〕〔筆者撮影〕
サンタマリア教会のマリア・マレガ神父が，苦心のすえ完成したキリシタン屋敷の復元図。
〔三井文庫蔵〕
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この絵図の伝来は、不明である。もと京都府庁の反古のなかにあったのが、昭和六年（一九三一）に東京の某書肆が購入したものであり、それ
をまた買い入れたのが
三みつ
井い
高たか
堅かた
（源右衛門、一八六七〜一九四五、実業家・拓本収集家。三井新町家第九代当主、三井銀行社長、三井呉服店社
長）であった。本図の下部
―
左右に、 「讀易堂図書記」と「三井家」の印が見られる。
本絵図の作製年代も明らかでない。それについて何らの記載もないし、作者名も記されていない。 「査
さ
妖けん
余よ
録ろく
」 （宗文改与力＝河原甚五郎の記録。
寛文十二年［一六七二］〜延宝元年［一六七三］ 、延宝二年［一六七四］一月〜元禄四年［一六九一］などの記事を収めたもの）には、五名の収容者（三右衛門、卜意、壽庵、南甫、二官）の名が記されているが、本絵図には他に十名（四郎右衛門、元交、舟泊、了味、道巴、長兵衛 りうしん、甚太郎、壽慶 九郎兵衛）らの名前がみられるから、この絵図は「査妖余録」の筆録がはじまった寛文十二年（一六七二）以前よりもさらに古い、万治元年（一六五八）以前と推定されている。ちなみに井上筑後守が職を辞した は万治三年（一六六〇）七月九日である。
＊
一
　
山屋敷（キリシタン屋敷）の構造について
キリシタン屋敷は、長方形をなしており、南北に長く、東西に短い。この屋敷の周囲に三百三十間（約五九四メートル）の空堀がめぐらしてあ
った。堀の幅は一間
けん
（約一・八メートル） 、深さは一間一尺（約二メートル余）ほどであった。
屋敷の外側
―
北方に「谷」があり、南方は“百姓地” 、東と西とに“同心屋敷”があった。
東方に屋根のついた表門があり、その前に石段があった。そ 手前にあるのは、 “
庚こう
申しん
橋ばし
” （またの名は“獄門橋” ）である。表門をくぐって右
側にあったのは、番所である。番所の前に“からたちばな” （やぶこうじ科の常緑小低木）が植えてある道が、西の方向にまっすぐ伸びている。行き着いた先にふたたび屋根のついた門がある。それは井上筑後守の屋敷にい る門である。
囚人はこの門をくぐったのち、右（北の方向）に曲がり、 “囲
かこ
い屋敷” （牢獄）にむかった。それは土手をめぐらしてあり、土手の上には屋根の
ついた塀（高さ一丈二尺＝約三メートル六〇センチ）としのびがえし
0
として八寸（約二六センチ）釘
くぎ
が打ちつけてあった。
この囲い地の大きさは
―
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三井文庫館長・中井信彦筆「切支丹山屋敷について〔口絵解説〕」（『史学　特輯　ザビエル研究』所収、昭和
24・6）を参考にし、筆者が手を加えたもの。
キリシタン山屋敷の図
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東西三十三間（約五二メートル）南北四十六間（約八三メートル）
ほどである。牢屋（ひのきの板で造ったもの、外観は土蔵）は、中庭に四棟あった。独房の数は七つ以上あった。一棟に三部屋あり、むねの大きさは十二間（役二十三メートル）であった。
ほかに井上筑後守の家来や足軽たちのための住居が、四棟あった。「通航一覧」にある絵図によると、そのほか吟味所・井戸・官庫（没収した祭器、式具、書物、関係帳簿などを収めた） ・墓（死亡した宣教師や
しもべのもの）などがあったようである。
キリシタン屋敷は、棄教した宣教師らを収容した所であり、それが存続したのは百四十年ほどであるが、廃獄になってからは、山屋敷はじょじ
ょに武家屋敷として分割 れて行 。
＊
一
　
同屋敷に収監されたキリシタン
徳川秀忠（一五七九〜一六三二）の代に入ると、家康の志をつぎ禁教政策がいっそう強化され、長崎市民に“転び証文” （棄教証書）を出させ
たり、一般人には所属する寺院を定め“宗旨帳”を設けた。また棄教した司
パードレ
祭をキリシタンの目明し（探偵）として使った。
寛永十年九月（一六三三・一〇） 、ポルトガル人イエズス会司祭クリストヴァン・ヘレイラ（一五八〇？〜一六五〇？）は、長崎潜伏中に捕え
られ、穴吊しの拷問にあい棄教し、のち沢野
忠ちゅう
庵あん
と称して長崎にとどまり、幕府宗門目明し兼通訳となった。同十九年七月（一六四二・八） 、司
祭アントニオ・ルビノ一行九名は、マニラから薩摩に着いたが捕えられ、長崎に送られ、取調べの上、翌年二月処刑された。
三代将軍徳川家光（一六〇四〜五一）は、当初なるべく、キリシタンを殺さず、その宗旨を改めさせる
（
6）
政略をとっていたが、寛永十四年（一六
三七）の島原の乱が起ってからは、その処置を改め、キリシタンを刑
けい
戮りく
する（殺す）方針に変わった。しかし、天草の乱がおわり幕府の施策がよ
うやく緒につくや、キリシタンにたいする扱いにも変化がみられ、殺戮主義から不殺主義方式を取るようになった。
88（11）
東京　キリシタン屋敷の遺跡
キリシタン屋敷の住人第一号となったのは、つぎに述べるキリシタン十名であり、寛永二十年五月十六日（一六四三・七・一）平戸の北方
―
梶かじ
目め
の大島（博多領）の見張番に捕えられ、長崎から江戸に送られ、この一行を収容するために特設された“囲い屋敷”に入れられた。この牢獄
に監禁されたのは、つぎの人々である。
	
［人名］ （日本名）
　　　　　　　　　　　　　　　　
［出自その他］
司祭
	
卜ぼく
意い
（七十歳）…………………………………………
	 ポルトガル人ペドロあるいはペロ・マルケス（一五七五〜一六五七） 。エボラ管区内のモウラン生まれ。イエズス会士。
イルマゥン
	
南なん
甫ぽ
（四十二歳）………
	 肥前国長崎茂木村の医師
（
7）
であった。いつのころか不明だが、外国に渡り、入信。
アレラレヒエラと改名した。
同宿従者
	
二じく
官わん
…………………………
	 コーチンシナ生まれ。 キリシタンの名をトマスといった
（
8）
。
同宿
　　　
イルマゥン
	
壽庵（三郎左衛門） ［二十歳？］ ………………………
	 広東順徳縣
（
9）
の生まれ。キリシタンの名をジョヴァンニといった。
司祭
	
岡本三右衛門（四十二歳）………………
	 イタリア人ジウゼッペ・キアラ（一六〇二〜一六八五） 。シチリア島のパレルモの出身。
	
四郎右衛門（五十一歳）……………
	 大坂今橋一丁目
（
10）
で生れた日本人。マニラに家があり、家族を残して日本に来た。
他に以上六名といっしょに捕縛され、長崎で死亡したり、江戸に連行された者として、つぎの四名がいるが、棄教後の日本名や没年は明らかで
ない。
司祭
	
アロンソ・アロヨ（五十一歳）………………………
	 アラゴン生れのスペイン人。マニラ管区長の秘書として来日し、棄教 のちキリスト教に復し、餓死した。
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イルマゥン
	
ロウレンソ・ピント（三十二歳）……………………
	 長崎生れの中国人。父ミゲル・ピントは唐通詞。ロウレンソは中国人の父と日葡混血の母との間に生れた 両親はマカオ在住。
	
マタベ・ヤシント（五十五歳）……………
	 京都生れの日本人。
	
フランシスコ・カッソラ ロマイン（四十
	 ロンバルディア生れのイタリア人。日本で棄教後、ほどなく死亡。
これら十名は、すべてキリスト教徒であり、自由な意志によって日本渡海を実行に移した。ジャンク一隻をまず買い入れた。かれらはコーチン
シナとカンボディアとの間にあるブラス島を出帆した。日本に近づき、陸地を発見すると、小
サ
型ン
のパ
舟ン
に乗り移り、不毛な小島（無人島）をめざし
てこぎだした。が、人間が見つからないので、つぎつぎと小島を転々とした（ 『オランダ商館長日記
　
訳文編之七』東京大学史料編纂所、平成
3・
3） 。
しかし、ある島に上陸したとき、山の頂上に番小屋があり、そこの番人に銀貨二枚をあたえた。やがて一行は下関を目ざして舟をこぎだしたが、
番士たちに追跡され、かれらのいた梶目の大嶋に連行され そこから長崎、江戸へ 送られた。
日本渡海から捕縛にいたる経緯について 日本側史料（ 「通航一覧
  巻之百八十八」 ）につぎのような内容の記事がみられる。
寛永二十年
癸ミズノトヒツジ
未
五月十二日（一六四三・六・二七）のこと、筑前国梶目の大島に十人乗組の小舟が着岸した。船中の者たちは上陸すると、
水などを飲んでいた。この島の神
かん
主ぬし
・甲斐四郎左衛門の弟・仁兵衛という者が、一行にちかづくと、ここはどこであり、山の上にある小屋は何か
とたずねられた。仁兵衛は、あれは邪宗を勧めにやって来る異国船を見張るための番所である、というと、皆々おどろき、銀二枚を出し、われわれは船を出して去るから、しばらくだまっていてくれるようにた んだ。
上陸した者たちは、皆和服を着、腰に脇差（ふつう一尺七、八寸＝約五〇センチ）を差していた とである。とりわけ奇異に感じられたのは、
異国人と思われた者が日本人に似せて月
さか
代やき
を剃っていたことである。かれらは異教を伝えるために秘かにやって来たことを白状した。
仁兵衛はさっそく家に帰ると、このことを島番の村井仁右衛門に報告した。島奉行の村井は島民たちを集めると、追い風に帆を揚げて逃げてゆ
く異人たちの船を追跡し、ついに地の島という所で追いつくと、一行十名を召し捕 ことができた。異人たちはひとまず大島に連行された。
南蛮のバテレンらを捕えた、といった報告は、さっそく江戸と長崎へ伝えられ 。一行十名は長崎奉行所でたびたび拷問と取調べを受けたのち、
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棄教したので江戸送りとなった。江戸に到着したのは寛永二十年七月十三日（一六四三・八・二七）のことであるが、ひとまず伝馬町の牢に入れられたのち、小日向のキリシタン屋敷に監禁された。
宣教師たちは、全員キリスト教を棄て、日本の宗旨になったのであるが、江戸まで同行した蘭通詞・西吉兵衛が後日オランダ商館長に語った話
によると、捕縛された者は、これから日本人として生活し、女といっしょに暮らすよう命じられたという。日本人はこれを受け入れたが、四人のポ
マ
　マ
ルトガル人宣教師（ペドロ、 アラ［イタリア人］ 、アロヨ［スペイン人］ 、ロマイン［イタリア人］らのことか）は拒否したので、以前のよう
にきびしい監視下にあるという（ 『オランダ商館日記』一六四三・一二・二付） 。
宝永五年八月二十九日（一七〇八・一〇・一二） 、大隅国
屋や
久く
島（現・鹿児島の南約六〇キロに位置する円形の島）の湯泊村沖に外国船が現れ
るや、男一人をボートで上陸させたのち退去した。上陸した男は、色白の髪の黒い 身 たけ六尺以上
（
11）
もある大男であり、日本人のようにさかや
きをそり 茶褐色の着物をつけ、腰に脇差しを差 ていた。
折から炭焼き用のまきを伐りに来ていた恋
こひ
泊どまり
という村の百姓・藤兵衛と出会った。見たところ異国人にしか見えない大男は、水をのみたい
（
12）
しぐ
さをした。その後島民が三人ほど来たので、藤兵衛はその怪し 男をじぶんの家に案内し、食事などをあたえると、代金を払おうとし 。
その後、この異国人は訴えによってやって来た役人に引渡され、宮ノ浦に留めおかれた。鹿児島から長崎奉行の命をうけた引き取りの役人が屋
久島にやって来、異国人を伴って長崎 着い は宝永五年一一月九日（一七〇八・一二・二〇）であった。
長崎では奉行・別所播磨守、駒木根肥後守らの立ち会いのうえ、出島のオランダ人に通訳と吟味をさせたところ、この異国人は、シチリア島生
まれのイタリア人
―
ジョヴァンニ・バッティスタ・シドッチという名の四十一歳になる司祭であることが判明した。同人はローマ法
（パッパ）
王クレメン
ス十一世 命をうけて、布教の めにマニラ経由で日本に潜入を図ったのである。
日本語もすこし理解できたようで、蛮語をまじえて語ったということだが、ローマにいたとき書物から学び、またマニラで日本人に手ほどきを
受けたことがわかった。シドッチは横文字の書物 大小十一冊所持して たが、その中には
―
「ヒイタ・サントールム」 （
V
ita Santorum
「聖人
伝」 ）と「デキシヨナアリヨム」 （
D
ictionarium
「辞書」 ）があったと「西洋紀聞」にあるのは、つぎの書のことである。
（14）85
サントスの御作業の内抜書
　　
加津佐のコレジオ刊（天
正十九年［一五九一］ ）
ディエゴ・コリャド著『日本文典』 （
D
iego	C
ollado:	A
rs 
G
ram
m
aticae Iaponicae L
inguae ）ローマ刊（寛永七年［一
六三〇］ ）
シドッチは長崎の牢にあること一年
―
ついにかれは宝
永六年九月二十五日（一六七八・一一・九）牢
ろう
輿こし
（囚人を
護送するための乗物）に乗せられ、つごう二十六人の供回りといっしょに長崎を出発し、江戸にむかった。同年十一月一日（一六七八・一二・一四）江戸に到着し、直ちに小日向のキリシタン屋敷の牢に入れられた。
江戸においてシドッチの尋問をおこなったのは、新井白石（一六五七〜一七二五、江戸中期の儒学者、政治家。宣教師シドッチの訊問によって
成った『西洋紀聞』は有名である）である。かれは翌宝永七年一月二十二日（一七一〇・二・二〇）から同年十二月四日（一七一一・一・二二）の間に三 び取り調べをおこなった。“囲い屋敷”の住人となったシドッチは、召使いをつけられ、与力や同心らの監視のもとに、毎日二汁五菜の食事と金二十両五人
扶ふ
持ち
供される
ことになったが、幽閉されて六年目の正
しょう
徳とく
四年（一七一四）二月、奴
ぬ
婢ひ
（下男、下女）として付きられていた長助・はる夫婦にキリスト教を勧め
たことが露見し ため、同年三月詰
つめ
牢ろう
（ようやく体が入るくらい狭い牢）に移され、同十月二十一日（一七一四・一一・二七）四十七歳で病死し
た。死因は凍死とも食を絶 て死んだともいう（ 「通航一覧
  巻之百九十」 ） 。キリシタン屋敷の構内に、シドッチや長助夫婦が葬られたといった言
い伝えがあり、諸家によっていろいろ書かれてきたが、真相は明らかでない。たとえば、つぎのような説がある。
シドッチは、構内の北のほう
―
裏門から入って右手に埋葬された。墓標として“
榎えのき
” （にれ科の落葉高木。高さ一〇メートルほどになる）が
「切支丹山屋敷図」にみられる“長助・はる夫婦”の墓の図。
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植えられ、小高い土のうえに成長して、 “ジヨアン榎”と呼ばれていたが、寛政年間に廃獄になったころ、切り払われたという。
長助夫婦は、裏門から入って左手に埋葬されたとある。長助は正徳五年十月七日（一七一五・一一・二）五十五歳で病死したが、妻女のお春の
没年は不明である。ともあれ同夫婦は構内に葬られたらしい。埋葬地の盛り土のうえに“
木もく
犀せい
” （モクセイ科の常緑高木。秋になると、黄または
白の甘いにおいの花が咲く）が植えてあったが、寛政年間シドッチの墓 ともに跡が絶 てしまった（工藤応之「切支丹屋敷」 『武蔵野』第八巻第七号所収、大正
15・
12） 。
＊
一
　
キリシタン屋敷の終えんと遺物
山屋敷に幽閉されていたキリシタンは、時が経つうちにつぎつぎと獄内で亡くなっていった。キリシタン屋敷内で死亡した者で名がはっきり判
っている者は、つぎの六名である。
［氏名］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
［死亡年月日］
卜ぼく
意い
…………………………………………………明
めい
暦れき
三年五月一日（一六五七・六・六）
南なん
甫ぽ
…… 延
えん
宝ぽう
六年五月十六日（一六七八・七・四） 、享年七十九歳。
岡本三右衛門………………………………………延
えん
享きょう
二年七月二十五日（一七四五・八・二四） 、享年八十四歳。
壽庵……………… 元禄十年八月（一六九七・九） 、享年八十歳。二じ
官くわん
……………… 元禄十三年七月十六日（一七〇〇・八・三〇） 、享年七十八歳。
ジョヴァンニ・バッティスタ・シドッチ 正徳四年十月二十一日 七一四 一一・二七） 、享年四十七歳。
このうちシドッチを除く、他五名は荼毘に付されたのち、小石川の無量院（浄土宗京都知恩院の末（寺
（
13）
）薬王山能覚寺と号している。家光の側
室お万の方の菩提寺、明治三十年代に廃寺
（
14）
）に葬られた。
岡本三右衛門ら一行十名のうち、アロンリ・アロヨ、ロウレンソ・ピント、マタベ・ヤ ント、フランシスコ・カッソラ・ロマインら四名の没
（16）83
年については不明である。
シドッチの死をもってキリシタン屋敷には、一人のキリシタン教徒もいなくなった。シドッチがまだ
生きていた元禄十四年（一七〇一）十二月
―
キリシタン屋敷の北の部分がいくらか削られ、旗本七家
に分割され、 “七間屋敷”とよばれた
（
15）
。いま（昭和五年当時）の茗荷谷八十七、八番あたりが、その跡
地らしい
（
16）
。
これより二十数年後の享保九年か十年ごろ（一七二四、五年） 、キリシタン屋敷は火災により鳥有に
帰し、礎石のみを残すだけになっ 。天明年間 八 〜八八）この屋敷の石垣はとりくずされた
（
17）
。
キリシタンの徒絶えて八十年ほどになった寛政 九二 キリシタン は廃され、その跡地の一部は、樹木を切りとり、地ならししたのち、徐々に替地または屋敷として諸家に割渡 浅野壹岐守の下屋敷となり、ついで大久保志摩守や毛利讃岐守の下屋敷に変わった。他の一部は、宮原長門守の下屋敷、久留源三郎の屋敷、鉄砲のけいこ場に充てられた
（
18）
。その後、土地の所有者も変わり明治となった。
キリシタン屋敷跡にかぎらず小石川一帯
―
とくに小日向第六天町から茗荷谷の清水谷町のあたりは、
大正のはじめごろまで、樹木がうっそうとして昼なお暗いところであったという。矢田挿
そう
雲うん
（一八八二
〜一九六一、大正・昭和期の小説家、 「江戸から東京へ」 ［一九二〇〜二三］を『報知新聞』に連載した）が子供だったころ、小日向 丘陵一帯は樹木が多く「昼なお暗き深山の趣があった」という。だか
ら東京の他の地区より「特異な、神秘、幽うつの感じをあたえた」と述べている（ 「切支丹坂由来」 ） 。どちらかといえば、人里はなれた淋しい所であったようである。市内とはいえ 車馬の音も聞こえず、ここの坂、かしこの谷と、うすぐらい木立のかげに大名華族の“
控ひかえ
屋や
敷しき
” （本邸のほ
かに、必要に備えて設けておく屋敷） どもあった。それらの控屋敷は、風雨に黒ずんだ門扉を閉して森閑としていた。
ときどき人通りもまれな坂道のかげから、にわかにベルの音がしたかと思ったら、どこかの屋敷の主人をのせた人力車が音もなく走ってくるの
手前“無量院”の図。
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と行きあたることがあった（河野義博「切支丹屋敷跡と朝妻桜
―
及および
、その文
献」 （ 『書物展望』第八二号所収、昭和
13・
4） 。
こんにちキリシタン屋敷と縁故がある遺物は、ほとんど跡形もないほど消失し
ているが、大正末から昭和初頭にかけて、まだ相当なものが残っていたようである。大正十五年（一九二六）ごろ、いま“キリシタン坂”と呼ばれているものは、むかし“
庚こう
申しん
坂ざか
” （キリシタン屋敷の表門に至る坂）といわれていた。この坂の
十字路を横切り、西に二十メートルほど行くと、
小川0
があり、そこに“木橋”
（庚申橋）が架かっていたという（いまはない） 。むかし“獄門橋”と呼ばれたものがそれである。右の獄門橋 近い生垣のあいだに高さ三尺ほどの自然石（伊豆石）が一つみられたという 俗にいう“八兵衛石”である。八兵衛は奥州
岩いわ
城しろ
（岩代の誤りか？現・福島県西部）出身の盗人（歳十九）であった。伝馬町の牢より山屋敷に移されたか は、延宝七年五月十二日（一六七九・六・二〇）シタン屋敷において処刑（試
ためし
斬ぎり
）になった。その墓石（はじめ構内にあった）で
あったという（ 「改撰江戸志」 ） 。
また檀野礼助氏宅（昭和五年［一九三〇］ごろの番地では、茗荷谷八十八番
地）の庭に、
みかげ石の井戸長助夫婦の墓 遺址（奥庭の一部に土をやゝ盛りあげ、その上に平石を置いた
もの
（
19）
）
小日向のキリシタン屋敷址。『歴代文化皇国史大観』（東洋文化協会、昭和9・8）
より。
（18）81
などがあったほか、寺田香苗氏宅（昭和五年ごろの住所によると、小石川区第六天町四十一番地）の庭に、
天然石（二尺九寸ほどの石の上部
のところに
を刻んだ
もの）
があった。この石はキリシタン屋敷の崖下（空地
―
鉄砲のけ
いこ場
（
20）
）において発見されたものという
（
21）
。
　
キリシタン屋敷の一部は、文化十年十二月（一八一四・一）
毛利讃岐守政時（一万石）に下賜され、四年後の文化十四年十
八兵衛石　川村恒喜著『史蹟切支丹屋敷
研究』（郷土研究社、昭和5・11）より。
檀野邸内の井戸
十字碑
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一月、柳生家（但馬守）と相対替となった。政時はさまざまの罪を犯して当地に葬られた者のことを知っていたので、亡くなった者の死をいたむ めに、間宮士
こと
信のぶ
（書院番、小姓組番などを勤めたのち、地誌局総裁
に進んだ。 「小日向志」の著者
（
22）
）に撰文を依頼し、
「山荘之碑」 （たて一一九センチ、よこ二八・五センチ、厚さ一七センチ位）
をキリシタン屋敷内に建てた。 ちこ 碑は、蓮
れん
華げ
寺
（日蓮宗
―
小石川関口台町四十八番地）に移され、
さらに同寺院の移転にともない、現在のところ
―
中
野区大和町四の三七 一五（
高円寺駅より西北約一キロ
）に移った。
蓮華寺は“赤門の ”として知られて るが、こ 碑は、門を入ってしばらく歩き、本堂のわきにすえられている。
漢語で「
山さん
荘そう
」といえば、山の中にある別荘（
山さん
墅しよ
）の意であるが、ここでは“山屋敷”の俗称（正式
でない呼び方）として用いたものであろう。いずれにせよ、 「山荘之碑」はキリシタン屋敷とかかわりあいがある、いまに残るたしかな遺物の一つである。
日蓮宗・連華寺（中野区大和町）にある「山荘之碑」。
〔筆者撮影〕
「山荘之碑」の拓本　『東京市史稿　市街篇　第
６』（東京市役所、昭和４年〔1929〕１月）より。
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キリシタン屋敷の建設は、ジゥゼッペ・キアラこと岡本三右衛門ら十名のバテレン（キリシタン）の渡来と収容をもってはじまったといっても
過言ではない。
かれは四十余年もの長いあいだキリシタン屋敷で暮らしたが、妻および奴婢をつけられ、毎年銀一貫目十人扶持を下された
（
23）
。万
まん
治じ
元年（一六五
八）宗門奉行・井上筑後守は、三右衛門らにキリシタン教義のまやかしについて詰問し、その回答を書付をもって提出させた。井上筑後守の質問の一部は、つぎのようなものであった。
一
　
デウス（神）は、 “光あれ”の一声をもって姿をみせた。キリシタンの宗門によると、デウスは天地の作者であると説き、人が死してのちもデウ
スをたのみとするのは、はなはだ疑わしい。
一
　
フランシスコ・ザビエルが日本に渡来し、邪教を広めようとし が、キリシタンに対する法度（おきて）がきびしいために広まらなかった。もし
デウスが天地の創造主であるなら、この国をいかようにもできたのに、じっさいは何もしなかった。デウスは邪教をひろめ、人をまどわしているだけである。
井上筑後守の疑念にたいして、三右衛門は天地創造の話は不確かでいかがわしいこと。キリシタンが拷問をうけているときでも、いっこうに奇
蹟が起らないこと。布教は他国を侵略するための手段であること。デウスに敵対する者を殺しても罪にはならぬことなど、要するに「デウスハ大悪人ノ源、世界ノ人間ノ悪成主也」 （ 「契利斯督記」 ）ときめつけ、キリシタン教義の欺瞞性について上書した。
三右衛門らはときどきキリシタンの教えや器物について質問をうけ、また延宝二年（一六七四）春には「宗門之書」 （キリスト教についての
書）を書くように命じられ、年内にそれを完成し、提出した。その功にたいして翌年五月報償金が出た。
岡本三右衛門……金三両壽庵………………金二両二官…… 金一両
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南甫………………金一両　　　　　　　　　　
（ 「査祅余録」 ）
三右衛門は延享二年（一七四五）七月はじめより病にかかり、食欲がなくなったので獄医・石尾道明が薬をあたえたが、薬石効なく、同月二十
五日七ツ半時（
午後五時
）亡くなった。享年八十四歳。キリシタン屋敷で暮らすこと四十三年であった。
翌二十六日、検使（御徒目付、御小人目付ら計六人）が山屋敷を訪れると、時の奉行・林信濃守からの葬式の命をつたえた。小石川無量院から
僧玄秀という者がやって来て、遺骸を輿
こし
にのせると、それを無量院にはこび、のち火葬にふし、これを同院に葬った。法名を「入専浮真信士」と
つけ、二十七日の朝、奉行からの申し渡しとして、石碑を建てることになった。墓を建てる件は、壽庵・二官および三右衛門の後家からの願いを容れたものである。
九月二日
―
蓋ふたいし
石の形がまるで“笠
かさ
” （司祭帽）のような、一風変った墓碑が完成した。三右衛門の所持金は二十八両三分あった（ 「査祅余録」 ） 。
後家は月俸八
口くち
をもらっていたが、元録八年正月十五日（一六九五・二・二七）七十四歳で没した（小日向志） 。葬地についてはつまびらかでな
い。
三右衛門の墓は、明治四十二年（一九〇九）
戸と
崎ざき
町ちょう
の無量院の墓地から雑司ヶ谷墓地の二等地五号十二（
住吉茶屋の道路をへだてて前方、十二本目と十三本目のあいだ
）に移された。
が、墓の台石は、雑司ヶ谷に移動 とき、ぜんぜん別個のも と取換えられ しまったという（川村恒喜著『史蹟切支丹屋敷研究』 、五一頁） 。
この墓碑は、その後たびたび改葬されるといった数奇な運命をたどり、いまはカトリック調布教会・サレジオ神学院（調布市富士見町三―二一
―一二）の入口ちかくに在る。昭和十八年（一九四三）サレジオ会員タシナリ神父が、雑司ヶ谷墓地で の墓を発見し、許可をえて練馬サレジオ神学院に移し、同二十五年（一九五〇）いまある調布に移された。また昭和五十八年（一九七七）五月、小石川伝通院の墓地内に供養碑（レプリカ）が建立された。
＊
一
　
キリシタン屋敷に関する研究小史
―
明治から今日まで
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キリシタン屋敷が創設されたのは、三代将軍・徳川家光
の時代
―
正しょう
保ほ
三年（一六四六）のことであり、これが廃
獄となったのは、寛政四年（一七九二）十一代将軍・家
いえ
斉なり
のときであ 。この“囲い屋敷”は百四十六年間存続した。
禁教時代に、宗門
改あらため
の役人をのぞくと、キリシタン屋
敷について筆録した者はいなかった。廃獄から幕府体制が崩壊するまでさらに百七十余年の時が経過し、やがて明治時代をむかえる。新時代になってもキリシタン屋敷について考証した日本人はまだいなかったようだ。
しかし、同屋敷にいちはやく着目し その遺跡と虜囚生
活を強いられたバテレンたちの痕跡を調査することに手をつけたのは日本人ではなく、外国人 あった。キリシタン屋敷研究の第一号の栄誉をになっ のは、お雇い外国人のひとりウィリアム・エリオット・グリフィス（一八四三〜一九二八、アメ カの教育家。越前福井藩や大学南校で理学・化学などを教えた）であった
グリフィスは東京にいた明治七年（一八七四）ごろ、
異インクウィズィション
教徒審問所（キリシタン屋敷のこと）の跡と殉教者たち
の墓を発見することに努めた（グリフィス著『ミカドの帝国』 ） 。かれは昼なおくらい、うっそうとした森がまだ残っ
「雑司ヶ谷墓地」にあった当時の三右衛門
（ジュゼッペ・キアラ）の墓。
カトリック調布教会・サレジオ神学院にある三右衛門
（ジュゼッペ・キアラ）の墓。〔筆者撮影〕
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ている小日向へ出かけ、竹やぶの中の小径にわけ入ると、窪
くぼ
地ち
（まわりよりくぼんだ所）において、無名の石（八兵衛石）を見つけたが、それを
シドッチの墓と誤解した。
二番目にキリシタン屋敷のことを調べたのは、アーネスト・メイスン・サトウ（一八四三〜一九二九、イギリスの外交官、当時駐日イギリス公
使館付日本語書記官
―
［二等書記官］ ）のようである。かれは明治十年（一八七七）十月二十七日（
土曜
）―
東京大学で開かれた日本アジア協
会の例会において、ジョン・Ｈ・ガビンズ（一八五二〜一九二九、駐日英公使館書記官）の発表のあと、 「日本におけるキリシタン伝道衰亡論」と題するものを口頭発表した。
サトウはひじょうに日本語にたん能であったから、日本におけるキリシタン関連の文献にも通じ、すでにキリシタン屋敷の跡地、無量院にある
記録や岡本三右衛門 墓などを見 たようである。しかし外国人研究者の通弊として、誤りや誤解をさけることができなかった。たとえば、キャラ神父 その他の改宗を強いられたキリシタンの収容された建物は
―
小石川郊外タチギ畑の左側から西にむかうキリシタン坂の急坂に接した
区域にあった、とか、そこは後年、三浦という旗本の家があった所で、いまは菜園になっている といったように、多少あいまい 点があるこを指摘されている（
	John	H
.	G
ubbins:	 “R
eview
 of the Introduction of C
hristianity into C
hina and Japan ”,	T
ransactions	of	the	A
siatic	S
ociety	of		
Japan,	vol.V
I-part.I.	Jan.	1878,	p.	61 〜
62,	 川村恒喜著『史蹟切支丹屋敷研究』郷土研究社、一六頁） 。
明治二十一年（一八八八）六月六日
―
日本アジア協会の例会において、工部大学校の英語教師ジェイムズ・メイン・ディクソン（一八五六〜
一九三三、スコットランド人）は、 「キリシタン 谷」というテーマで口頭発表し、翌年『日本アジア協会紀要』 （十六巻）にそれを掲載した。当時、ディクソンはキリシタ 屋敷跡の近くに住み、毎日“
墓
ヘッドストーン
標
” （じつは八兵衛石）のそばを通らねばならなかった、という。 「その墓石は、谷
のパードレもしくはキリシタンの一人のものであろう」と記している。かれは“八兵衛石”の写真を論文に添えるとき “キリシタンの墓”といった説
キャプション
明文をつけている。
明治期において、外国人がキリシタン屋敷跡に関して発表した調査記録のなかで、ディクスン論文は最も珍重すべき資料という（川村前掲書、
一七頁） 。
大正六年（一九一七）九月ごろ、横浜の山手八十五番 住むカトリック教の司祭フェルジナンド・ ペンネルは キリシタン屋敷跡の研究に着
手し、同年十二月二十九日に戸
と
川がわ
残ざん
花か
（一八五六〜一九二四、明治・大正期の詩人・評論家。雑誌『旧幕府』を刊行）とともに同屋敷跡を訪れ、
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その内外景を写真に撮ったりしたようだが、その調査結果を発表したかどうか定かでない。
明治期に日本人として初めてキリシタン屋敷跡に関する論文を発表
したのは中山興であり、その「東京小日向切支丹坂ノ名義」 （ 『東洋学芸雑誌』第八三号所収、三九八〜四〇六頁、明治
21・
8）は、キリシ
タン同心・河原甚五兵衛の覚書と老談一言記などに散見する説を参考にして記したものという。
この中山論文につづいたのは、渡辺修二郎（一八五五〜？、福山藩
士の子に生まれ、東京英語学校や立教大学にまなぶ。仙台中学校、華
族学校［学習院］の英語教師。のち大蔵省御用掛。英公使館のアーネスト・サトウと親交があった）の『内政外教衝突史』 （民友社、明治
29・
8）である。その第二十六章にみられる「切支丹屋敷＝同所に執はれし伊太利人」 （一七五〜一八〇頁）は、キリシタン獄舎の創設、その位置、
ジウゼッペ・キアラやジョヴァンニ・バッティスタ・シドッチなどの日本潜入などについて述べている。しかし、とくに新説はみられない。 「切支丹屋敷の図」 （通航一覧所載 もの）が、一枚そえてある。キリシタン屋敷に関するもっとも重要な文献は、
契キリスト
利斯督記
　
写本
  二冊
 　
備後福山の藩儒・太田方が筆写したもの。宗門改奉行・井上筑後守の手控を後任の北条氏長が編んだもの。
査祅余録
　　
写本
  一冊
 　
宗門改与力・河原甚五兵衛の覚書といわれるもの。延宝二年（一六七四）正月から元禄四年（一六九一）七月まで。寛文十二年（一六七二）から延宝元年（一六七三）二月までの記事。
である。これら二つの写本について解説したのが、岡田正之の「契利斯督記考」 （ 『史学会雑誌』第六号所収、明治
23・
5）である。この二篇は
明治三十八年（一九〇五） 『続々群書類従第十二冊
  宗教部第二』に収録された。
明治期は邦人によるキリシタン屋敷の大きな研究は数えるほどしかなく、多くは諸雑誌にのった小記事である。大正期に入ると、いくつか手堅
正面向って左は、フェルジナンド・スペンネル
師。そのとなりは戸川残花。『史蹟名勝天然記
念物』（第3巻第1号所収，大正8年〔1919〕1月）。
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い研究が現れる。
後藤肅堂の長編論文「小石川切支丹屋敷」 （上中下）……『歴史地理』大正五年（一九一六）一月〜三月。
また単行本としては、
山本秀
ひで
煌てる
著『江戸切支丹屋敷の史蹟』 （イデア書院、大正十三年［一九二四］六月。
が唯一のものである。
　
工藤應之
　
  「切支丹屋敷」
　
三輪善
（小陽）
之助「江戸切支丹屋敷の現状」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
山中共古
　
  「吉利支丹屋敷に於る二美談」
　
中島利一朗「筑前から吉利支丹屋敷へ」
これら四篇は、雑誌『武蔵野
―
切支丹号』 （第八巻第七号）に掲載された。大正十五年［一九二六］十二月。
昭和期に入って間もなく、
『東京市史稿
　
市街篇
　
第六』
が刊行された。昭和四年［一九二九］四月のことである。この中にキリシタン屋敷に関する貴重な資料 収められている（一六八〜二二八頁） 。
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これにつづいたのは、キリシタン屋敷の研究書として好書の評判をと
った、
川村恒喜著『史蹟切支丹屋敷研究』 （郷土研究社、昭和五年［一九三
〇］十一月。
である。同書（全一四九頁）は、真
ま
山やま
青せい
果か
（一八七八〜一九四八、明治
から昭和期にかけての小説家・劇作家）の『切支丹屋敷研究』 （大日本
雄弁会講談社、昭和二十七年［一九五二］十二月）にまさるとも劣らない、すぐれた研究である。
川村恒喜はひじょうな熱意と刻苦をもって研究に着手し、キリシタン屋敷跡とみなされる地をじっさい訪れ、測量したり、雑草が荒れ茂るなか
で遺跡を明らかにしようとした。また明治以来のキリシタン屋敷に関する文献を読みあさり、堅実な手法で書きあげた労作である。書物のつねとして若干誤りがあるのは否めない。が、それは慎重なる考察を怠ったためという。
執筆に際して、文献主義に依ったのはよいとしても、この書の欠陥は、江戸古地図の研究をおこたった点だという（真山青果、七頁） 。だから
といって、本書の価値はそのことによって下るものでもない。
川村書には、各種の地図のほか、数々の珍しい写真（檀野邸内の井戸、長助とはるの墓の遺址、浅利坂の遺址、八兵衛石、移転前後の岡本三右
衛門の墓、十字碑 山荘之碑）が添えられている。キリシタン屋敷の考証では、この本と真山書が決定版であろう。
戦前のキリシタン屋敷研究 なかで、外国人が書いたものとしては、まずマックス・フォン・キューエンブルク師が執筆した「キリシタン屋敷
―
むかし小石川にあったキリスト教徒の牢獄」 （
	M
ax	v.	K
üenburg	S
.	J.,:	K
irishitan Y
ashiki, das ehem
alige C
hristengefängnis in K
oishikaw
a,	 『日
本文化誌叢』
	M
onum
enta	N
ipponica,	vol.1	 所収、
1938,	S
ophia	U
niversity ）をあげることができる。同論文を書くきっかけを与えたのは、昭和十
二年（一九三七）秋
―
新聞報道によって、むかしキリシタン屋敷があった地区の一部が、道路建設のために犠牲になることを知ったからである。
同論文は、キリシタン屋敷の地理
―
文献
―
沿革
―
平地と写真の解説
―
などについて論じている（三〇〇〜三〇四頁） 。
浅利坂の遺址　川村書より。
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ついで四年後の昭和十七年（一九四二）に現れたＲ・タシナリ神
父が執筆した「シドッチ神父の最期
―
いくつかの新しい発見」
（
R
.	T
assin
ari,	S
.	S
.,:	T
h
e E
n
d of P
adre S
idotti—
S
om
e N
ew
 
D
iscoveries,	M
onum
enta	N
ipponica,	vol.V
.	
所収、
1942,	S
ophia	
U
niversity ）は、ひじょうに興味ぶかい論文である。同論文はシド
ッチの投獄と死、墓の跡などについて論じているのだが、キリシタン屋敷の構内には、土牢（地下牢）もあったようである。筆者に土牢発見のことを教えてくれた文献は、史家Ｃ・Ｒ・ボクサ 『日本におけるキリシタン 世紀』 （
	T
he C
hristian C
entury in Japan, 
1549-1650,	U
niversity	of	C
alifornia	P
ress,	1951,	p.397,	p.499 ）であ
った。
タシナリ論文は、キューエンブルク師の研究に刺激をうけて起稿
したものであろう。シドッチ師 さいごの投獄と死
―
墓の跡
―
などについて論じている（二四六〜二五三頁） 。タシナリ神父がはじめてキリシタン屋敷の遺址を とずれたのは、昭和十五年（一九四〇）五月三十日のことであった。
同神父とその連れは、庚申坂（キリシタン坂）を下ると、まこと
のキリシタン坂をのぼって行った。頂上ちかくの左側に、徳田哲三宅があった。そこがタシナリ神父ら 第一の目標であった。徳田宅を訪れると、厚くもてなされ、同宅のベランダからキリシタン屋敷跡を一望した。そのとき、ふと主人の徳田哲三がいった
出典：R.タシナリ師筆「シドッチ神父の最期―いくつかの新しい発見」（『モニュメンタ・ニポニカ』vol.V所収，
1942，P.249）。
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―
土の下から、奇妙な穴がいくつも現われました。
このことばは、神のお告げのように思えた。もっとくわしい話を聞こうとすると、土木作業に従事した者が呼ばれ、つぎのような話をした。
―
地べたを平にしていたとき、 か見つかりました。が、危険だと思われたので土でふさぎました。その上に家を建てることになって
いましたから。ときどき穴をふさいだことがあります。坂の斜面に保存状態のよい穴がいくつか見つかりました。それは幅の狭い、坑
トンネル
道のような
ものであり、時に幅広になっておりました。それらの穴の大きさは、四、五尺（約一メートル五〇センチ）ほどのものでした。
このように語った土木作業員は、穴は正確にいくつあったか、わからない、といった。そして更にくわしい説明を求められると、穴の一つに　　
「四辺形の井戸」
のようなものがあったことにふれた。
その井戸らしきものの深さは、約十五尺（約四メートル五〇センチ位） 。底は幅が五、六尺（一メートル五〇〜一メートル八〇センチ位） 、高さ
が三、四尺（九〇センチから一メートル二〇センチ位）ほどもあり、空地に通じていたという。
同年九月十三日
―
タシナリ神父のもとに徳田氏から電話があり、中庭でまた穴がみつかったことを伝えた。作業員が砂地と出会い、それをシ
ャベルですくっていたら、幅一メートル八〇センチほどの穴の開口部が現れた いう。地中で見つかった穴の が かったのは、土が粘土質であったから ある。
穴が発見された翌日
―
タシナリ神父は早速徳田宅を訪れると、深さが四メートル以上もある井戸をはしごを伝って降りて行った。井戸の底に
たどり着くと、穴が三つあった。その ちの二つは、
〔イ〕　
〔ロ〕の穴に通じ、もう一つは地下道であり、
〔ハ〕　
〔ニ〕　
〔ホ〕の穴に至るものであった（さし絵を見
よ） 。タシナリ神父らは、四つんば にはって、まず
〔イ〕の穴にむかったという。
〔イ〕の穴の中に入ると、まっすぐ立つことができた。基底は幅広で
あり、卵形をしていた。周囲は七、八メートルほどもあった。
その穴は、むかしはもっと幅がせまく、四辺形をしていたはずであるが、浸食作用によっていまのような形にな ものと考えられた。ついで
タシナリ神父らは地下道に沿って、
〔ハ〕　
〔ニ〕　
〔ホ〕の穴の入口まで行くことができたが、これら三つの穴は、土でふさがれていた。
井戸のような深い縦坑は、外界との連絡口であるが、囚人は横穴式の穴（独房？）にいったん入れられると、そこから逃げ出すこ はまず不可
能であった。シドッチ神父は、死を迎えるまで、地下の体をひとつかろうじて入れる ができる、狭い穴で、暑さや寒さ、湿気、息苦しさ、悪
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臭、飢えなどにさいなまれながら生きねばならなかった。
戦後ほどなく現れたキリシタン屋敷の小研究は、三井文庫館長・中井信彦が執筆した「切支丹山屋敷について
―
（口絵解説） 」 （ 『史学
  特
輯
  サビエル研究』所収、三田史学会、昭和
24・
4）である。筆者が三井文庫に“キリシタン屋敷図”が現存することを知ったのは、古書として
求めたこの雑誌を通じてであり、口絵に用いられている屋敷全体と部分（建物―獄舎）の二枚の白
モノクロム
黒写真によってである。この絵図の製作者名や
描いた年月日については明らかでないが、獄舎に収容されている人物名から、明暦三年（一六五七）以後、延宝元年（一六七三）以前の作
―
キ
リシタン屋敷が造られてから、十二、三年後のものと考えら という（窪田明治『切支丹屋敷物語』雄山閣 昭和
45・
9、一四〇頁） 。
このあと現れたのは、先にもふれた真山書である。そしてこ 労作につづいたのは、窪田明治の一般書『切支丹屋敷物語』雄山閣、昭和
45・
9）である。本書はわが国のキリシタン迫害史の視点から、キリシタン屋敷ができる前後のキリシタンのこと、同屋敷でのできごとなどにスポッ
トライトをあてている。
戦後すでに六十余年になるが、ときどき好事家、史家、行楽客などが、小日向のキリシタン屋敷跡を訪ねるようである。明治末期の少年時代に
―
樹木うつ蒼とした、未開の地として残されていた小日向の存在を知った立正大学教授・栗原元吉は、昭和三十八年（一九六三）同大学の英文
科の生徒数名とともに両三回実地調査におもむき、そのときのことを回報に発表した。こんにちキリシタン屋敷についてものを発表する人は、まれである。
あとがきむかし古書として求めたキリシタン屋敷に関する文献に導かれ、このような小論を書くはめになったが、いままでにない学説を述べるに至って
いないのは遺憾とするところである。世界にも類のない“キリスト教徒用の特別 牢獄”が、江戸にあったことについて過去と現在の研究状況のあらましを知ろうとするとき、この小話が多少と 役に立つこともあろうかと思い みずからを慰め、ペンをおくことにする。
さいごに小日向のシドッチ記念館館長・菅沼桜子さんから、いろいろ有益な教示をえたことを記して感謝いたします。
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